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犯罪や非行をした人が、罪を償い、社会の一員
として立ち直るためには、本人の強い意志だ
けではなく、地域社会の理解と協力を得て、社
会で受け入れられることが必要です。
更生保護とは、罪を償い、再出発しようとする
人たちの立ち直りを導き、助け、再び犯罪や非
行に陥ることを防ぐ仕組みであり、取り組み
です。

明治時代、静岡監獄の囚人であった吾作
（仮名）は副典獄（今でいえば刑務所の副所
長）である川村矯一郎の訓戒により、更生を
誓って監獄を去りました。しかし出所後、家
族も頼る人も失った吾作は村内の親戚や警
察署からも助けを拒まれ、川村への書置き
を残して、池に身を投じ自らの命を断って
しまったのです。

心を痛めた川村は実業家の金原明善に相談
しました。金原は、「改心して監獄を出た者
を社会の中でしっかりと保護する方法を考
えなくてはいけない。欧米に出獄人を保護
する団体があるが、それを静岡県にも作ろ
う」と提案し、地域の協力を得て明治21年に
釈放者を保護する施設を設立しました。
これが更生保護の始まりと言われています。

保護司になってみて

私が保護司になって５年

になります。知人にすすめられ、覚悟

が必要でしたが「未熟な私でもお役に

立てるなら」と、自分への挑戦のつも

りでお誘いを受けました。保護司とな

り、対象者との面接を通じて、困った

り、一緒に悩み、共に喜び合いながら、

育っていく姿を見ることは保護司と

しての喜びであり、醍醐味だと感じて

います。再犯を減らすためには、孤独

や生きづらさを軽くするために、自分

の気持ちを打ち明けられる人の存在

が必要だと感じます。

本当に悪い子はいないというのが私

の思いです。どこかでたくましく生き

て、周りから愛される存在になってい

る事を強く願い、誰一人おきざりにし

ない社会となるように、微力ながら保

護司としての活動を続けていきたいと

思います。

保護司Ａさんの体験談

きれば最初の犯罪に至らなかった可能性

があります。そういう方たちを、本来の

素直な自分自身に戻すことができるか

かどうかが、更生保護の一番大事なとこ

ろです。難しいことですけれどね。

－本当に難しい活動ですね。その中で
　　　伝えたいことはありますか？

松枝：�相談できる家族がいない人が多いです。

また、一緒に犯罪に手を染めた集団と関

係を切ってもらうので、友人関係でも孤

立することがあります。そこで保護司が

ずっとサポートできれば良いのですが、

保護観察期間の終了後は保護司から接

することはできません。そこにもどかし

さもあります。数年前から更生保護サ

ポートセンターを市民センター別館に

設置しています。保護観察を終えても

昨年のようす

私たちにできること私たちにできること

社会を明るくする運動社会を明るくする運動
■日時　７月24日（水）

　午後１時30分～３時（開場：１時～）

■会場　保健福祉センター３階 

　多目的ホール　

■�内容　【現状説明】芦屋市長「子どもに関する取り組み」・芦

屋市教育委員会「芦屋での学校の現状」・芦屋警察「青少年

犯罪・非行少年の実態」・神戸保護観察所「保護観察の現状」

　【パネルディスカッション】（ファシリテーター：芦屋市長

　パネリスト：教育委員会・芦屋警察・保護観察所・保護司・青少

　年育成愛護委員）

■申し込み　直接会場へ

■問い合わせ　地域福祉課☎38-2153/穐38-2160

社会を明るくする運動  シンポジウム社会を明るくする運動  シンポジウム
～その子らしく、すくすくと育つために～

保護司の活動をもっと知りたい方は…

毎年７月を強調月間として、すべての国民が、犯罪や非行をした人た

ちの更生について理解を深め、地

域の人々がそれぞれの立場にお

いて力を合わせ、犯罪や非行のな

い安全で安心な明るい地域社会

を築くための全国的な運動です。

芦屋市では保護司会、更生保護

女性会をはじめ、青少年育成愛護

委員会や防犯協会などで街頭啓

発発やケース研究などを行い、支援援

のの方方法法を考えたり、情報交換などど

をしたをしたりしています。

　　相談相手がいなくて困っている場合は、そこ

　　  を訪ねて来てもらえれば嬉しいですね。

－最後に地域の皆さんに伝えたいことは？

重村：�この特集などを通じて地域の皆さんに

更生保護の取り組みを理解していただ

き、身近なところで困っている青少年が

いたら、気にかけていただければと思い

ます。そして私たちの活動に参加したい

方は、ぜひ「社会を明るくする運動」にご

参加ください。これらの活動を通じて、

罪を犯した人々の立ち直りを支援し、地

域社会全体で再犯防止に取り組んでい

きませんか。

更生保護の始まり

痛ましい事件を受けて
５月の滋賀県大津市における事件で被害者となられた保護司の方へ哀悼の意を捧げます。
悲しい事件を繰り返さないためにも、 立ち直りを支え、相手に寄り添い人と人との繋がりを
育んでいく更生保護活動の大切さをより一層深く感じております。

芦屋市保護司会 会長 松枝泰生

更生ペンギンのサラちゃんホゴちゃん

芦屋市保護司会
業平町8-5市民センター別館

（芦屋市更生保護サポートセンター内）


